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学 術

はじめに
慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患（COPD ; c h r o n i c 

obstructive pulmonary disease）は、世界にお
ける死亡原因の第 3位であり、この疾患を予防、
治療することは、公衆衛生上重要な課題となっ
ている1）。日本においても40歳以上の8.6％（約
530万人）がCOPDに罹患していると推定され2）、
過去のたばこの消費量による長期的な影響と高
齢化により、今後、さらに罹病率、有病率、死
亡率が増加すると予想され、予後の改善には歩
数も含めた身体活動性の向上が重要である。健
康日本21（第 2次）からは、国を挙げて発症予
防と重症化予防に取り組む疾患として、がん、
循環器疾患、糖尿病とともに、新たにCOPDが
加わった3）。新潟県においても、人間ドック受
診健常者40,000名/年の中で新たにCOPDが疑わ
れる閉塞性換気障害が約1,000名/年いると推定
され4）、多くの新規COPD症例への対応が求め
られている。新潟市におけるCOPD患者の現状、
問題点を調査するとともに、地域医療連携を構
築し、COPDに対応していくことが必要不可欠
である。そこで、12病院、18開業医、 2健診機
関にて新潟COPDリンクを運営し、多施設共同
でCOPDへの取り組みを始めた。本研究は、新
潟市におけるCOPDの現状、問題点をアンケー
ト調査を通じて明らかにするとともに、COPD
連携ファイル5）を用いて地域医療連携に寄与で
きるのか検討することを目的とした。

対象および方法
新潟市のCOPDの現状を包括的に調査するた
め、一般市民、介護職員へのアンケート調査を
実施し、GOLD（Global Initiative for Chronic 
Obstructive Lung Disease）日本委員会による
COPD認知度把握調査6）と比較を行った。次に
医療従事者へのアンケート調査を実施した。ま
た、図 1 に示すCOPD連携ファイルを作成し、
新潟COPDリンク加盟の30医療機関にてCOPD
連携ファイルの運用を開始した。

①�一般市民、介護支援専門員へのアンケート調査
一般市民を対象としたアンケート調査を2015
年10月18日に新潟市中央区万代シティで行われ
た新潟市民健康福祉まつりの来場者を対象に実
施した。次に、健康に興味を持っている市民を
対象としたアンケート調査を2017年 7 月 1 日に
新潟市総合保健医療センターで行われた市民公
開講座肺活セミナーの参加者を対象に実施し
た。最後に介護職員を対象としたアンケート調
査を2017年 9 月 1 日に新潟県介護支援専門員協
会全体研修会の参加者を対象に実施した。調査
内容は、性別と年代の特性、喫煙習慣、COPD
の認知度、情報源について回答を求めた。
新潟市内で実施したアンケート調査とGOLD
日本委員会が毎年実施しているCOPD認知度把
握調査結果の中で、2018年12月 3 日に10,000人
を対象に実施された 1次調査、さらに予備調査
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でCOPDがどんな病気かよく知っていると回答
した人の中から110人を対象に実施された 2 次
調査の結果を比較、検討した。

②医療従事者へのアンケート調査
医療従事者を対象としたアンケート調査を
2018年 5 月29日に新潟市中央区で行われた第 9
回新潟COPDリンクの参加者を対象に性別、年
代、職種、所属機関、COPDの問題点、COPD
増悪の問題点、新潟医療圏病院群輪番制の問題
点、COPD連携の問題点、COPD患者の問題点、
新潟COPDリンクの問題点について調査した。

③COPD連携ファイル
2016年にCOPD連携ファイルを作成、検証を
行い、2017年 6 月より新潟COPDリンク加盟の
30医療機関にてCOPD連携ファイルの運用を開
始した。COPD連携ファイルが導入された
COPD患者の中で、新潟COPDリンク事務局に
登録された症例について、性別、年齢、喫煙歴、
呼吸機能、自覚症状（CAT; COPD Assessment 
test 7 ）、mMRC; Modified Medical Research 
Council Dyspnea Scale 8 ））、フレイルスコア9）、
吸入薬について解析した。また、COPD患者の
予後予測評価であるADO index10）を求めると
ともに、主治医が把握した死亡事例についても
追跡調査した。

倫理的配慮
本研究は新潟大学医学部倫理審査委員会の承
認を得て実施した（承認番号：2015-2587）。

結果
1 ．一般市民、介護職員へのアンケート調査
アンケート調査における有効回答数は、新潟
市民健康福祉まつりにおける一般市民から103
名、市民公開講座肺活セミナーにおける健康に
興味を持っている市民から68名、新潟県介護支
援専門員協会全体研修会における介護職員から
100名、合計271名であった。回答者背景を表 1
に示す。
COPDの認知度として、どのような病気か
知っている85名（健康福祉まつり 7名、市民公
開講座17名、介護職員61名）、病名だけは知っ
ている85名（健康福祉まつり24名、市民公開講
座25名、介護職員36名）、全く知らない101名
（健康福祉まつり72名、市民公開講座26名、介
護職員 3名）であった。COPDを知っていると
回答した170名に情報源を尋ねたところ（複数
回答可）、医療機関58名（健康福祉まつり11名、
市民公開講座19名、介護職員28名）、テレビや
新聞53名（健康福祉まつり19名、市民公開講座
18名、介護職員16名）が多かった。一方、
COPDを知らないと回答した101名に情報源を
尋ねたところ（複数回答可）、テレビや新聞74
名（健康福祉まつり54名、市民公開講座19名、
介護職員 1名）と一番多く、医療機関23名（健

図 1 　COPD連携ファイル（表紙、登録情報、診療経過）



− 4 −

− 4 −

新潟市医師会報　　№586　　2020. 1

表 1 　一般市民、介護職員へのアンケート調査、回答者背景

図 2 　一般市民、介護職員へのアンケート調査
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康福祉まつり14名、市民公開講座 9 名）、家族
や知人14名（健康福祉まつり 8名、市民公開講
座 6名）であり、インターネットはわずか 5名
（健康福祉まつり 5 名）であった。COPDの認
知度、情報源の割合を図 2に示す。

2 ．医療従事者へのアンケート調査
医療従事者へのアンケート調査における有効
回答数は67名（開業医11名、勤務医 9名、コメ
ディカル47名）であった。対象者の性別は男性
38名（開業医11名、勤務医 7名、コメディカル
20名）、女性29名（勤務医 2 名、コメディカル
27名）であった。年代は20代13名（コメディカ
ル13名）、30代24名（勤務医 1 名、コメディカ
ル23名）、40代14名（開業医 2名、勤務医 5名、
コメディカル 7 名）、50代11名（開業医 5 名、
勤務医 3 名、コメディカル 3 名）、60歳以上 4
名（開業医 4 名）、未回答 1 名（コメディカル
1名）であった。職種は医師20名、看護師26名、
薬剤師 1名、理学療法士14名、作業療法士 3名、
その他 3名であった。所属機関は病院54名、診
療所11名、調剤薬局 1名、その他 1名であった。
回答結果を表 2に示す。
回答が多かった問題点としては、医師20名か
らは「COPDの認知啓発活動の推進が必要
（80％）」、「患者教育の向上が必要（75％）」、「患
者の自己管理能力向上が必要（75％）」、「地域
の開業医・病院の連携促進が必要（60％）」で
あった。医療従事者67名からは「患者教育の向
上が必要（85％）」、「患者の自己管理能力向上
が必要（81％）」、「地域の開業医・病院の連携
促進が必要（75％）」、「情報の共有化が必要
（70％）」、「COPDの認知啓発活動の推進が必要
（64％）」という結果であった。自由記載とし
て、加盟施設がわからない、COPD連携ファイ
ルの運用方法がわからない、COPD連携ファイ
ルに患者さんが使いたいと思う内容が必要とい
う意見が寄せられた。

3 ．COPD連携ファイル
4 医療機関から35名のCOPD患者が登録され

た。男性34名、女性 1 名であり、平均年齢は
74.9±7.6歳、平均 1秒量は1,320±539mlであっ
た。34名が長時間作用性ムスカリン受容体拮抗

薬あるいは長時間作用性β2刺激薬を含む気管
支拡張薬吸入で治療を受けていた。患者背景を
表 3に示す。
COPD患者の予後予測評価であるADO index

は平均で4.6±1.5であった。本研究を行った 3
年間の経過で 4 名が亡くなり、死亡原因は
COPD増悪、悪性疾患、急性心不全、不明で
あった。

考察
新潟市のCOPDの現状を包括的に調査するた
め、一般市民、介護職員へのアンケート調査を
実施し、GOLD日本委員会によるCOPD認知度
把握調査と比較を行った。健康日本21（第 2
次）において、2022年に80％の国民がCOPDを
認知することを目標3）と定めているが、全国
におけるCOPDの認知度は28.1％とされ6）、本
調査でも30.1％であり、新潟市もCOPDの認知
度が低く、認知啓発活動の推進が必要と考えら
れた。情報源としては、本調査でも全国調査で
もテレビや新聞、医療機関の割合が多く、これ
らを通じた認知啓発活動が重要と考えられた。
一方、本調査のみで行われたCOPDを知らない
と回答した一般市民の情報源の調査では、
73.3％からテレビや新聞との回答を得た。テレ
ビや口コミを情報源とする者でCOPDの認知度
が低かったとの報告があり11）、テレビは書籍や
インターネットに比べて情報入手法が受動的で
あることがCOPD認知度低下に影響している可
能性があり、対象者の特徴を考慮した認知啓発
活動が望ましいと考えられた。
次に医療従事者へのアンケート調査を実施し
たところ、患者教育・アドヒアランスの向上
や、地域の開業医・病院の連携促進ならびに情
報の共有化が必要との回答が多かった。COPD
診断と治療のためのガイドラインでも、多職種
からなる医療チームが患者との良好な関係を保
ちながら、必要とされる情報を共有し、計画さ
れたケアや自己管理教育を提供することの重要
性、プライマリケア医と病院専門医による病診
連携や吸入薬をはじめとする薬剤の適正使用や
アドヒアランス維持・向上のための保険薬局な
どとの連携推進が謳われており12）、新潟市にお
いてもどのように協力、推進していくかが重要
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と考えられた。一方で、SWANネット13）や新
潟COPDリンク、新潟医療圏病院群輪番制への
要望は高くはなく、COPD増悪に対する新潟市
の救急医療体制を維持・継続していくことが必
要と考えられた。
最後に、COPD連携ファイルを作成し、新潟
COPDリンク加盟の30医療機関にてCOPD連携
ファイルの運用を開始した。35名のCOPD患者
を登録し、年齢や喫煙歴、呼吸機能などの患者
背景や吸入薬による治療状況、CATやフレイ
ルスコアなど現状把握可能なことを確認した。
医療従事者が患者の状況把握には簡便で有用で
ある一方、患者側からは教育やセルフマネージ

メントにつながりにくい、COPD連携ファイル
の運用方法がわからない、加盟施設がわからな
い、多職種協動や医療連携が必要な重症患者が
少ないという問題点が明らかとなった。顔の見
える関係となりつつ、よりよい運用方法を模索
するために、年 2回研究会を開いて連携促進と
COPD連携ファイルの普及を行った。さらに、
COPD連携ファイルが多職種協動や医療連携が
必要な患者向けの応用編となる内容に対して、
患者教育やセルフマネージメントにもつながる
軽・中等症患者にも適した、導入のハードルを
下げるツールとして、COPD連携手帳が必要と
の結論に至った。新潟COPDリンク加盟医療機

表 2 　医療従事者へのアンケート調査



− 7 −

− 7 −

新潟市医師会報　　№586　　2020. 1

関にて協力しながらCOPDの概要、治療、禁煙、
運動療法、栄養管理、呼吸の方法、増悪、在宅
酸素療法、療養の記録、アクションプランから
構成される図 3に示すCOPD連携手帳を新たに
作成し、今後、運用していくこととした。
COPD連携ファイルとともに、今後はCOPD手
帳も用いることで、新潟市におけるCOPD患者
が安心して質の高い医療を受けるとともに、地
域医療連携を円滑に行うことで医療機関の負担
軽減など、COPDへ包括的にアプローチを新潟
COPDリンクを通じて続けていく方針である。

結語
今回の研究を通じて、COPDは重要な疾患で
あるが認知度が低く、患者も軽症から最重症ま
で多彩であり、状況に応じたきめ細かい治療介
入を多職種・多医療機関で協力して行っていく
ことの重要性が明らかとなった。今後は、新潟
COPDリンクを基に、COPD連携手帳、COPD
連携ファイルを用いて、新潟市におけるCOPD
患者が安心して質の高い医療を受けるととも
に、地域医療連携を円滑に行うことで医療機関

の負担軽減など、COPDへ包括的にアプローチ
を続けていく必要があると考えられた。
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VC; vital capacity, FEV1; forced expiratory volume 
in 1 second , LAMA; long-act ing muscar in ic 
antagonist, LABA; long-acting beta 2 agonist, ICS; 
inhalated corticosteroid, CAT; COPD Assessment 
test, mMRC; Modified Medical Research Council 
Dyspnea Scale
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図 3 　COPD連携手帳（背表紙、もくじ）




